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小学校部会・中学校部会を開催しました 
 
和寒町学校運営協議会の小学校部会と中学校部会が，それぞれの学校で開催されました。 
８月３１日（月）に行われた中学校部会では，１学期の学校評価の結果及び考察について説明と協議が行われ

ました。中学校の１学期の学校評価は，「わ・つ・と・さ・む」になぞらえた５つの項目が観点となっており，

生徒，教職員，保護者による評価の結果とそれらの考察について部会事務局（学校）からの説明を受け，討議が

行われました。コロナウイルス感染症による臨時休業中の学校の取組やオンライン学習等を見据えた今後の対応

について，学びの保障や学校行事について，生徒数の減少による人間関係づくり（生徒同士，生徒と教師）のよ

さや難しさについて，教師や保護者の子どもとの関わり方などの内容が話題となりました。 
 ９月３０日（水）に行われた小学校では，①学校の新しい生活様式，②ＩＣＴ機器の活用（ＧＩＧＡスクール構

想，③安全・安心の取組とあいさつ運動の充実，④スクール・サポート及び学校ボランティア，⑤未来を生きる子

供たちに必要な力の育成に向けてＰＴＡや地域でできることの５つを討議の視点にして話し合いが行われました。

①では，運動会や学芸会などの学校行事，検温・換気・マスクの着用等の生活様式，②では，ＩＣＴ機器の活用状

況，導入に当たっての環境整備と児童・保護者の理解促進，③では，「あいさつ運動」の成果と日没時刻に対応し

た帰宅時刻の指導，④では，図書ボランティア，スクール・サポートの活動状況やスクール・サポート体制の拡充，

⑤では，メディア等を活用した学校の現状の理解促進，その他として，大型扇風機の設置やエアコンの設置予定に

ついてなど，多くの内容が話題となりました。 
  両部会とも１時間程度の会議の中で，それぞれの出席者の思いや考えが反映された部会となり，学校運営につ

いての理解を深めたり，学校運営に対する意見を交流したりすることができました。それぞれの部会の様子は次

回の学校運営協議会で報告され，その内容によっては学校運営協議会の取組として前進した取組となっていくも

のと考えられます。 
本年度は，全国の小学校で，改訂された教科書を使って新学習指導要領に対応した学習活動が開始されました。

中学校でも，次年度から，新学習指導要領での授業が始まります。新しい学習指導要領では，予測困難と言われ

る社会の変化に主体的に対応できる児童生徒の「生きる力」の育成を目指しています。外国語の一部や道徳が教

科になったことや，「主体的・対話的で深い学び」，「アクティ

ブ・ラーニング」，「社会に開かれた教育課程」，「プログラミ

ング教育」などのキーワードをご存知の方も多いと思います。新

たなスタートを切った令和２年度ですが，新学期早々からコロナ

ウイルス感染症の影響を大きく受け，臨時休校や分散登校が実施

されるなど，例年通りに行うことができなかった教育活動が多く

あります。このような中，和寒町学校運営協議会は，新しい教育

の流れを取り入れながら，今までにない事態に対応している学校

の教育活動に対して有効なアドバイスやフォローアップができる

よう取り組んでいきたいと思います。 
 
 

和寒町小中学校通学路安全マップ 
 
昨年度から作成に着手していた「和寒町小中学校通学路安全マップ」が，第１回学校運営協議会での最終点検

を経て，完成しました。 
このマップは，注意が必要な町内の交差点などの場所を紹介し，ドライバーや歩行者に交通安全への意識を高

めてもらいたいという願いを込めて作成したものです。各ご家庭でご活用いただき，交通事故防止の一助となる

ことを願っています。 
 



 

 


